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 日本ではスポーツの秋たけなわの頃となりました。今年はラグビー・ワール

ドカップが日本で開催され，日本代表チーム｢ブレイブ・ブロッサムズ｣がアイ

ルランドやスコットランドを破って初のベスト８入りを果たしたことで，日本

国内ではラグビー熱が盛り上がっていましたが，日本チームの活躍はカナダで

も報道されていました。しかし，それにも

増してうれしかったのは，このワールドカ

ップに出場していたカナダ・チームが，釜

石での試合が台風 19 号のために中止とな

ってしまった後，台風の被害を受けた釜石

の人々のためにボランティアで土砂の清

掃をしてくれたという知らせです。地元の

人々のみならず日本中の人々が，カナダ・

チームの心優しい行動にこの上なく心を

打たれたといえましょう。カナダ・チーム

の人々は，日本の人々から受けた素晴らし

い応援やおもてなしへの御礼としてこの

ような支援をしてくれたとのことで，善意

の連鎖があったとも言えましょう。また，

あまり報道はされていませんが，カナダ・

チームの選手

たちは東日本大震災の被災者のために｢釜石祈りの

パーク｣を訪れての献花や，釜石市内の「いのちをつ

なぐ未来館」の見学なども行ったそうです。 

 カナダのラグビーチームに関して言えば，本年７

月，トロントにある小児リハビリ病院の子ども達と，

東日本大震災で被災しトロントを訪問していた子ど

も達とが一緒に大漁旗を制作し，訪日するカナダの

ラグビーチームに贈呈しました。この旗は，カナダ・

チームと一緒に日本各地を回っていたとのことです。

このような両国の子ども達からの友情と励ましの気

持ちがカナダの選手達に十分伝わったことも，彼ら

によるボランティア活動の背景にあったのではない

かと思っています。 

  



 １０月２０日には，爽やかな秋空の下，トロント市内で２万６千人が参加す

るマラソン大会が開催されました。５km，ハーフマラソン，フルマラソンの３

つのカテゴリーがありますが，フルマラソンは外国からトップレベルの選手を

招待しての本格的なマラソン大会です。 

今年のマラソン大会では，カナダ人選手でトップになり，オリンピック参加

標準記録を突破した男女各一名の選手は来

年のオリンピックへの参加が内定するとの

ことでしたので，来年のオリンピックの主催

国である日本の総領事も関与させてくれな

いかと話を持ちかけたところ，主催者側も喜

び，事前の記者会見，スタート時のエアホー

ンを使った合図，そして表彰式へ出席するこ

とが出来ました。事前の記者会見では，来年

のオリンピックのマスコットであるミライ

トワ，パラリンピックのマスコットであるソ

メイティに込められた意味について話すこ

とができ，また，「復興の火」となる聖火のリレーが福島から始まることを，閉

会式では，日本の「おもてなし」でみなさんをお迎えする用意があることなど

伝えました。 

   マラソンの結果は，男女ともにアフリカ各国から招待された選手たちが上位

を独占しましたが，カナダ人トップとしてゴールした選手は男女とも自己ベス

トを大きく更新し，参加標準記録を突破し

て来年のオリンピックへの参加資格を勝

ち取りました。東京２０２０大会の 3つの

基本コンセプトの一つは，｢全員が自己ベ

スト｣です。トロントマラソンで勝利を収

めたカナダの両選手のこれまでの努力に

敬意を表するとともに，来年の東京でも再

び自己ベストを更新する活躍を期待した

いと思います。 

 

  さて，トロントの姉妹都市は神奈川県相模原市ですが，本年４月に新しく相

模原市長に選出された本村賢太郎市長が，１０月上旬に初めてトロントを訪問

され，カナダ・ボート協会会長とも会談されました。今年の夏，既にカナダの

ジュニア・ボートチームは相模湖で国際大会に備えての練習を行っており，本

村市長からは来年のオリンピック・パラリンピック本番でも相模湖で調整を行



ってほしいとのアピールをされました。

相模湖は１９６４年の東京オリンピック

の際にカヌー競技が開催された場所でも

あります。トロントと姉妹都市関係にあ

る相模原市で，カナダの選手が心置きな

く練習し，地元の人々との交流も実現す

ることを願っています。 

 

 秋はまた，芸術の季節でもあります。日加修好９０周年記念として，また新

しい令和の時代の到来を記念して，１１月上旬には英語落語・紙切り・太神楽

曲芸からなる｢カナダ寄席演芸公演｣を，また１１月下旬には大蔵流茂山狂言の

公演を予定しています。｢笑う門には福来たる｣のテーマの下で，日本に数百年

前から伝わる伝統芸能をお届けしますが，時代や国境を越え，カナダの人々に

も笑って幸せになってもらえる演目だと確信しています。いずれの公演も，公

演者の皆様から特別の御厚意により，観覧無料での公演が実現しましたので，

是非とも当地の皆様にお楽しみいただきたいと思います。  

 


